
第 3章 北陸における円墳の規模とその意義

田 島 富 慈 美

古墳時代の墓制を考えるうえで,前方後円墳とそれよりはるかに数の多い円墳は,最 も重要

な情報を与えてくれるものである。その規模一つをとりあげても,そ こに葬られた人々の社会

的地位を考える重要な手掛りとなるのは言うまでもなかろう。

ただしこのような問題を具体的に明らかにするためには,墳形別,時期・地域別に古墳の規

模を格付け,それが古墳の他の要素とどのような関係をもつかを検討しなければならない。

本稿は,立山町教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室が,立山町浦田稚児塚古墳,同

塚越塚越古墳という大 。中型円墳の測量調査を実施したことを笑機として,北陸古墳時代の円

墳の規模とその意義について検討を加えようとするものである。そして前方後円 。前方後方墳

と円墳との関係にもふれて,北陸における墓制の全体像を探る第一歩としたい。

1 円墳の規模と群別 (第11図・第1表 )

まず北陸における,直径20m以上の円墳を集成した(第 1表 )。 なおここには墳丘裾に小規模

な張り出しを持つものを含んでいるが,本稿ではこれらを円墳として扱い,前方部基部に匹敵

する施設をもつものを帆立貝式古墳と認定している。また墳丘の変形や発掘調査を実施してい

ない古墳の規模をどのように扱うかのような困難な問題もあるが,これらの点に留意しつつ,

できる限りの分析を加えたい。

集成した円墳は計146基を数え,こ れらは規模による群別が可能であると考えられる (第 11

図)。 すなわち円墳の規模の集中度合いに着目すると, Ia群 :直径60m以上, lb群 :45m

以上60m未満, Ⅲa群 :34m以上45m未満, Ⅱb群 :20m以上34m未満, と4群に大別できる。

このように古墳は規模力Ⅵ さヽくなるほど数が増加し, ここではとりあげないが, より多く存在

する直径20m未満の古墳をⅢ群とする。規模についてのみ見るならば, I群が大型 (la群が

特大, Ib群が大型)Ⅱ群が中型 (Ⅱ a群が中大型, Ⅱb群が中月ヽ型),そ してⅢ群が小型とな

ろう。

以上の各群について,周濤・段築・葺石・埴輪の樹立という4項 目について,それらの有無

を検討した(第11図 )。 その結果, I群の大型円墳は,何らかの外部施設をもち, とくにIa群

特大型円墳は, 2種以上の外部施設をもつものが揃うことが半Jっ た。またⅡ群中型円墳は外部

施設をもたないものがかなりあり, Ⅲb群中小型の円墳では外部施設をもたないものが79.7%

に達する。またⅢ群小型円墳は大多数のものが何らの外部施設ももたないであろう。
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外部施設の種類については全体の中で周滞を備えるものが 19。 2%と やや多いのに対し,段

築・葺石・埴輪は 7～ 8%台 と低い。これをIa群～Ⅱb群の群別でみるならば, Ia群が周

濤 。段築・葺石各75%,埴輪25%, Ib群が周濤60%,段築・埴輪各40%,葺石20%, Ⅱa群

は埴輪35,7%,周滞・葺石各28.6%,段築7.1%,Ⅱ b群は周濤14.6%,段築・葺石・埴輪各4.1%

である。 Ia群 ～Ⅲa群まではある程度外部施設を備えているが, Ⅱb群では周濤を除いては

ほとんど外部施設がみられなくなっている。なおこれら4項 目の外部施設を全て備える円墳は

北陸では確認できない。 3項 目備えるものについては,石川県鹿島郡刻ヽ田中親王塚古墳,同羽

昨市滝大塚古墳,同滝 6号墳,同柴垣観音山古墳がある(第 1表 )。 以上のことから北陸では外

部施設の整う円墳は数少なく,かつその分布は能登に多いという傾向をうかがえる。

このように規模から抽出した群別は,外部施設の在 り方の違いとかなり密接な関係があり,

一定の意味をもつと考える。なお墳丘の高さ,埋葬施設,副葬品についても同様の分析が必要

であるのは勿論であるが,Ⅲ群小型円墳も含めて別稿で検討したい。

2 時期 ・地域 別 の規模 (第 12・ 13図 )

前項で,北陸古墳時代の円墳を一括して群別したが,それは時期・地域別の特色を記述する

のに際して,その前に北陸全体の概観が先ず必要と考えたからである。その上でここでは全体

の年代的な変化をみた後に地域毎の様相を検討することにしよう。

古墳時代前期には,直径20m以上の大 ,中型円墳は数が少なく,特にIa群特大型円墳は直

径67mの石川県鹿島郡小田中親王塚古墳が知られるのみである。この古墳からは,日本海岸に

おける三角縁神獣鏡分布の東限となる三神三獣鏡が出土して,その独特の地位を物語っている。

中期には,大 。中型円墳の築造数が急激に増し,時期の判る I群大型円墳のうち 6割は中期

に属している。特にIa群特大型円墳についてみると前期の一例を除いて,すべてこの時期の

ものである。またⅡa群中大型の円墳も7割が中期に築造されている。

後期には, I群大型円墳の築造数が減少し,かつ Ia群特大型円墳は知られていない。また

H群中型円墳も増加しているとはいえず,Ⅱ a群中大型の円墳が減少した。他方これと軌を一

にしてⅢ群月ヽ型円墳が著しく増加し,中期までとは異なる様相が生じてきている。

次にこれらの点について,旧国別に検討を加えることにしよう。

若狭・越前 :若狭 7・ 越前37古墳をとりあげる(第 12図右)。 Ia群特大型円墳は両者に 1基

ずつあり, Ib群大型円墳は 3基確認できる。時期別にみると,北陸全体と同じく前期に少数

の円墳を築き,中期には大規模なものが築造されて数が増す。また後期には全体的に規模が縮

小してその数も減少していく。次に外部施設についてみると,複数の外部施設を持つものは全

体の約 1割,単数のものは約 2割を占める。また I群は全て複数の外部施設を持つが, Ⅲ群は

外部施設を持つものが約 3割である。

加賀 :計40基 を確認し得る (第 12図左)。 Ia群特大型円墳はみあたらず, Ib群大型円墳 1
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基, Ⅲ群中型円墳39基である。時期については不明のものが多いが前期から中期に築造数が減

少し,なかでも大規模な円墳は前期と後期に築造されている。外部施設についても不明なもの

が多いが,最大規模の富塚九山古墳は唯一埴輪を備え, Ⅱ群は周濤を備えるものが多い。

能登 :計44基 をとりあげる(第 13図右)。 その内容は Ia群特大型円墳 2基, Ib群大型円墳

2基,Ⅱ a群中大型円墳 7基, Ⅲb群中小型円墳33基であり, Ⅱa群大型円墳のなかでも大型

のものは当地域に多い。時期別にみると,前期にIa群特大型円墳が 1基築造されてはいるが,

全体として中期になるとI群大型円墳,Ⅱ a群中大型円墳が増加する。後期にはIb群大型円

墳 1基を除いた I群大型円墳, Ⅱa群中大型円墳も築造されず, Ib群 中小型円墳が増加して

いる。外部施設については,複数の外部施設を持つものが全体の約 2割,単数が約 1割であり,

北陸の他地域と比較すると複数の外部施設を備えるものが多 く,その傾向は周濤・葺石 。埴輪

に多くみられる。

越中 :現在のところ直径20m以上の円墳は17基確認し得る(第 13図左)。 このうちIa群特大

型円墳は確認できず,富山県立山町稚児塚古墳が最大,同塚越古墳は 2番 目の規模である。時

期については不明のものが多いが,大 。中型の円墳はおもに中期に築造されるようである。後

期の様相についてはまだ充分な資料が得られていない。同じく外部施設もほとんどが不明であ

るが,稚児塚古墳が複数の外部施設を持つ唯―の古墳である。

このように北陸の直径20m以上の円墳を,時期・規模・外部施設の点から地域別に比較・検

討してきたが以下でこれらの点についてまとめておきたい。

今回北陸における直径20m以上の円墳146基 をとりあげた。これらを地域ごとに比較すると

Ia群特大型円墳は分布が能登に 2基,若狭・越前に各 1基 とかなり限られており,規模も他

と比較して特に突出していることが半Jっ た。これらは前期の一例を除いて中期に築かれている。

また Ib群大型円墳は北陸全体に分布するが, Ia群特大型円墳を確認できない越中・加賀に

おいては最大規模のものとなる。そして若狭・越前・能登においてもこれらはIa群特大型円

墳に次ぐグループをなすことを確認し得る。また Ib群大型円墳は中 。後期に築かれているが,

後期にはこれが最大の円墳となっている。Ⅲ群中型円墳は北陸各地で築造されるが,なかでも

規模が大きく外部施設の整ったものは能登に多いといえる。後期においてⅡa群中大型円墳が

減少し, Ⅱb群中小型円墳が主となることは, Ia群特大型円墳とIb群大型円墳の関係と一

致し, I群 とⅡ群の大別に意味のあることを示していると考える。

3 前方後円 。前方後方墳と円墳

次に北陸の前方後円 。前方後方墳の変遷を地域ごとに概観し,円墳の変化と対比したい。

若狭・越前 :若狭では確実な前期の前方後円墳は確認されていないが,三角縁神獣鏡が 2例

出土している。中期に入ると,福井県上中町上之塚古墳 (全長90m余 ,周濤・段築・葺石・埴

輪を備える陥 どの大型前方後円墳が築造され,中期後半から後期にかけては大型前方後円墳
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の築造がみられるが後期前半には築造されなくなる。越前では古墳時代前期には福井県福井市

安保山 1号墳 (全長約32m耳,同 2号墳 (全長約34m耳が築造されるが,これらは外部施設を有し

ていない。前期後半には福井県松岡町手操ヶ城山古墳 (全長約110m,段築・葺石・埴輪を備え

る耳が築造され,その後も越前では北陸最大級の前方後円墳が継続して築造されている。これ

らの古墳は外部施設も整い,畿内色の濃いものが多い。後期に入るとその規模は縮小し,福井

県金津町神奈備山古墳 (全長約74m!を 最後に築造を終える。

加賀 :現在のところ古墳時代前期の確実な大型前方後円墳は確認されていないが,石川県加

賀市吸坂 D-13号墳 (全長68。 3m 
②
),大型前方後方墳では同吸坂 A-3‐号墳 (全長61.Om)② にその

可能性があることを田嶋明人氏に教示いただいた。中期になると石川県寺井町秋常茶臼山 1号

彊誓蓄で4催 ぽ暫アゼ7詈→
力功日賀南部で,北部では同金沢市長坂二子塚古墳 (全長54m,

つ後,中期後半から後期にかけて各地で前方後円墳が築造され

るが,後期前半には一部の地域を除いて築造を終える。

能登 :古墳時代前期初頭から前方後方墳の築造が盛んであり,特に邑知地濤帯を中心として

石川県鹿西町雨の宮 1号墳 (全長約70m,段築・葺石を有する場 ような大型のものが知られて
いる。前方後方墳は中期に同′鳥屋町川田ソウ山 1号墳 (全長45m!が築造されるが,その後は姿

を消す。

一方,大型の前方後円墳は雨の官 1号墳と同時期頃と考え得る石川県鹿西町雨の宮 2号墳 (全

長約70m,段築・葺石を備える場 築造が最初であり,その後前方後円墳は一たん築造されな

くなるが中期後半から能登の各所で多く築造され,後期中頃にはその築造を終える。

越中 :前方後円・前方後方墳の確認数は北陸の中では少なく,その規模も小さい。古墳時代

前期には,前方後円墳は富山県小矢部市谷内16号墳 (全長約47m早!同関野 1号墳 (全長約65m,
⑫

段築を備える),同高岡市桜谷 1号墳 (全長約62m),同婦中町勅使塚古墳 (全長75m,段築を備

える

'が

ある。前方後方墳では同婦中町王塚古墳 (全長約62m!があり,これらは越中最大級の

ものである。しかし中期に入ると,前方後円 。前方後方墳の築造は目立たなくなり,前方後円

墳の富山県富山市古沢塚山古墳 (全長約41m!がその可能性を持つものとして挙げ得るのみであ

る。中期末～後期初頭の頃再び同小矢部市若宮古墳 (全長約48m,埴輪を備えるP,同氷見市朝

日長山古墳 (全長約43m,埴輪を備える!と いった前方後円墳が築造される。

以上の前方後円 。前方後方墳の変遷をまとめると,次のようになるであろう。

古墳時代前期には,北陸において広 く前方後円 。前方後方墳を築くが,その中でも,能登に

古くから規模の大きなものが存在し,越中にも最古期から本格的な前方後円墳が築造される。

中期には,若狭・越前・加賀南部において,前期よりも巨大な前方後円墳を築造する一方で,

能登・越中においては,前方後円墳は減少を見る。この 2地域では中期の終りになって,再び

前方後円墳を築造した。

後期に見ると,北陸各地を通じて前方後円墳は小型化して減少し,後期後半 (6世紀後半)
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にはその築造を停止したらしい。

本稿で検討した円墳の動向と,前方後円 。前方後方墳の変化の関係は,以下のように理解し

たい。

北陸において,前期から中期にかけて,若狭・越前では継続して前方後円墳と大 。中型円墳

を営むが,加賀と能登・越中は対照的な歩みをたどる。能登・越中においては,中期になると,

前方後円 。前方後方墳が衰退する一方で,大・中型円墳が増加する。逆に加賀においては,中

期に前方後円墳を多数築造し,大 。中型円墳は目立たない。

中期末の変化 (能登・越中における前方後円墳の復活)をへて後期に至ると,北陸を通じて

前方後円墳の築造が少なくなっていく。そして, I群大型円墳, Ш群中型円墳に加えて,多数

のⅢ群月ヽ型円墳が築かれた。また I群, Ш群ともに,その中に大月ヽの別があったものが, Ib

群大型円墳と, Ⅱb群中小型円墳に整理されてくることに注目したい。その結果,大 。中・小

型円墳の規模の差がより明確に表現されるようになってきた。この段階では格差の表現が前方

後円墳と円墳ではなく,円墳の規模の差に重点を移してきたように見える。

古墳の築造には多大な労働力を必要とするため,古墳の規模がそこに葬られた人,あ るいは

その後継者の力や社会的地位を表わしていることは疑えない。ただしこの点を具体的に明らか

にするためには,時期・地域毎に,墓制の全体像を把握しなければならないであろう。

本稿では,円墳の規模とその意義が,古墳時代前・中・後期と三期区分にそう形で,変化し

ているという結果を得た。

すなわち前期には,北陸各地において,前方後円。前方後方墳が築かれる一方で,若千数の

大 。中型円墳が併行して築かれた。それに対して中期には,前方後円墳が築かれる地域 (若狭・

越前・加賀)と ,大 。中型円墳が盛行する地域 備ヒ登・越中)と に分かれるようになってきた。

後期には前方後円墳が衰退するとともに,大 。中・小型円墳が主流となる。このように同規模

の円墳の被葬者の位置づけも,時期と地域によって異なってくるであろう。

おそらくは社会的地位の表現において,前期は前方後円。前方後方墳の規模の差が重要であ

り,中期を転機として後期には円墳の規模の差をより重視するようになってきたものと推察し

たい。その結果,墳墓に身分の上下を表わす階層が飛躍的に増加している。これを大化薄葬令

にみるような古代の墓制に至る一つの過程と考えることも可能であろう。

最後に富山県立山町稚児塚古墳と同塚越古墳とについてふり返ってみたい。これらは未調査

であるが,中期のものと推測することが許されるならば,古墳時代前期から中期へかけての大

きな政治的変化を反映している可能性が高い。

先に示したように古墳時代前期には越中西部において相当数の前方後円。前方後方墳が築か

れる。それに対して中期には円墳が主流となり,かつ越中最大の円墳である稚児塚古墳と第 2

び結
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位の塚越古墳が越中東部に位置することになる。これら2古墳の立地する常願寺川扇状地扇端

部は,弥生中期以後,開発が進んでいたところであり,その変イとの背景はおそらくは政治的な

ものであったろう。

古墳時代中期の政治体制について,都出比呂志氏は,小野山節氏の古墳規制論をふまえつつ,

ある首長は抑えて帆立貝式古墳や円墳を築かせ,特定の首長にてこ入れして前方後円墳の築造

を許す方式があったことを示している?私達が測量調査を実施した 2古墳は,こ のような政策

が,北陸東部にまで及んでいたことを示していると考えたい。またこの新たに円墳を営むよう

になった地方の中においても,政治構造の変化があった可能性が高く,これらの円墳に示され

る施策が次の群集墳を生む母胎となった可能性のあることを指摘して,今後の調査の進展を待

ちたい。
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